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九世紀中葉・聖住寺と新羅王京人の西海岸進出
―張保皐の交易活動の影響と関連して―

近 藤 　 浩 一

要　　旨

本稿は，韓国西海岸の忠南保寧に位置する聖住寺の創建及び運営の意義について，その立地
場所，檀越勢力，財政的基盤，創建年代はもとより，張保皐暗殺など当時の新羅の国内外情勢
に注目することにより，王京人との関係を検討内容とする。特には，張保皐暗殺後の 847 年に
金陽ら王京人が西海岸付近に聖住寺を創建した背景を明確にすることを目的としている。

聖住寺は，侍中金陽を中心として彼のもとに集まった王京人が莫大な費用を納め，檀越とな
ることで創建された。聖住寺は王京人の主導下に運営されたのであるが，その財政的基盤は土
地よりも彼等が喜捨した租稲を中心とする動産にあった。ゆえに寺院の運営上，動産の方が富
を蓄積するのに都合のよい状況が存在したとみられるが，聖住寺の位置する西海岸地域の地理
的環境を考慮すれば，まさに交易活動との関係が想起される。日本古代中世の海域史の研究成
果によれば，租稲（米）は交易品，唐物に対する代価の中で重要な品物として利用されていた
のであった。

また，聖住寺の創建時期である 847 年は，張保皐の暗殺と密接な関連があった。とりわけ聖
住寺の創建に尽力した金陽は，張保皐と親交が深いばかりか，彼の暗殺にも直接関与したので
ある。金陽ら王京人は，張保皐により独占された交易活動（国際交易）を新たに自身の管理下
に再編すべく，その活動拠点を確保する意味から西海岸地域に聖住寺を創建したものとみられ
る。

このように聖住寺の創建は，張保皐暗殺後に促進される王京人の対唐交易を見据えた西海岸
進出と表裏の関係にあった。聖住寺の建物の中に栴檀が存在したり，伽藍跡から唐代後期の陶
磁器が数多く確認されたりするのに加えて，朗慧無染のような唐情勢に精通した人物が寺院の
開祖である点は，聖住寺が対唐交易の拠点であったことを具体的に知らせる。また聖住寺（無
染の活動）は，何より海賊勢力の編成に寄与したことが確認されている。したがって王京人が
租稲等の家財を聖住寺に喜捨したのも，海賊たちにそれらを再分配することで，彼等を確保し
て交易活動に従事するためであったと推察される。

こうしたことは，聖住寺がこの地域で担った役割の大きさを物語るが，金陽ら王京人が積極
的に関与したとすれば，王京と聖住寺の間に頻繁な交流が存在したものと想定される。つまり
聖住寺の創建は，当時の王都慶州と西海岸地域の交通を促進させたのである。

キーワード： 金陽，聖住寺，張保皐，租稲，海賊

はじめに

聖住寺は，唐から帰国した朗慧無染を開祖として，847 年ごろに韓国西海岸の忠南保寧に創

建された禅宗寺院である。聖住寺の縁起ならびに無染の行跡については，この寺跡に残る崔致

遠撰『万寿山聖住寺朗慧和尚白月葆光塔碑』（以下，『朗慧和尚碑』と記す） 1）をはじめ，その

発掘調査等で断片が数点確認されている金立之撰『聖住寺碑』 2）や，高麗中期ごろに編纂され
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たとみられる『崇厳山聖住寺事蹟』 3）などに詳細な記録がみられる。また発掘調査により，聖

住寺の伽藍配置や数多くの出土遺物が確認され，文献学と考古学の両側面から復元することが

可能な数少ない例といえる  4）。

とりわけ近年，これらの資料に対して本格的な検討を加えることで，無染の仏教（禅）思想

はもとより，聖住寺の創建過程や経済的基盤を具体的に論及したものや，断片のみの『聖住寺

碑』の復元を試みたものまで，多様な研究成果が現れてきている  5）。その中でも，上の資料か

ら聖住寺の檀越勢力を詳細に検討して，それらの人物の大半が真骨貴族や新羅王室など特権階

層の王京人であることを特定した論稿等は注目される。しかしそうであるならば，王京人  6）が

地理的にも慶州からはるか離れ，新羅国内でも辺境に属する西海岸部に聖住寺を創建した理由

が疑問となる。

本稿では，この点を明らかにするために，９ 世紀中葉の新羅の国内外情勢を念頭に入れなが

ら，聖住寺の創建と王京人の関係を具体的に検討する。特には，まず創建時の聖住寺の運営方

法を考察して，それに関与した王京人の立場を明確にする。次いで寺院の位置する西海岸地域

の状況に触れ，張保皐の交易活動の影響も念頭に置きつつ聖住寺が担った役割に迫る。それに

よって，上の問題はもちろん，広い意味で当時の新羅にみられる王京と地方（西海岸）の関係

についても，新たに考えてみることができればと思う。

１．王京人と聖住寺の運営－金陽の租稲喜捨を中心に－

聖住寺の檀越勢力については，次の聖住寺関連資料から明らかである。

［資料 1］

迺北行，擬目選終焉之所，会王子昕懸車，為山中宰相，邂逅適願〈1〉，謂曰，師与吾倶祖龍

樹之粲，（ 中略 ），有一寺，在熊州坤隅，是吾祖臨海公受封之所，間，刧燼流烖，金田半灰

〈2〉，匪慈哲，孰能興滅継絶，可強為朽夫住持乎，大師答曰，有縁則住，大中初，始就居，且

肹飾之，俄而，道大行，寺大成〈3〉，繇是，四遠問津輩，視千里猶跬歩，其　不億，寔繁有徒，

大師猶鍾待扣，而鏡忘罷，至者，靡不以慧炤導其目，法喜娯其腹，誘憧憧之躅，変蚩蚩之俗

〈4〉，文聖大王聆其運為，莫非裨王化，甚㤎之，飛手教，優労，且多大師答山相之四言，易寺

牓為聖住，仍編録大興輪寺〈5〉，（ 中略 ）時憲安大王，与檀越季舒発韓魏昕，為南北相〈6〉，

遙展摂斉礼，贄以茗馞，使無虚月，（『朗慧和尚碑』）

［資料 2］

（ 前略 ）「…粥飯尤贍…浄財欲建仏殿又…伊飡庶兄施…助成功徳…」（ 中略 ）「…金殿歎無仏

像頓捨家財（？）…租稲充入鋳像工価魏昕伊飡…奉鋳丈六世尊像…端厳睟容岐嶷青…盤紺絲之
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髪紅掌展瑞印之手…文紫磨金色臨宝座以益光玉…」「…奉為魏昕伊飡…三層無垢浄石塔又擬立七

祖師…之堂租稲已至於寺林衡運…伊飡之息奉…領色羅匹段并租一百碩…宜和夫人是允興伊飡

…」（後略）（『聖住寺碑』）

上の記録にみられる主要人物（太字で表示）について既往の研究をもとに調べてみれば，ま

ず王子昕・伊飡庶兄は金周元の子孫の金昕であり，舒発韓の魏昕・魏昕伊飡は字名から金昕の

従兄弟である金陽である。そして，伊飡允徳は当時実権を持ち 866 年に逆謀を試みた有力真骨

貴族とみられ，宜和夫人は具体的に断定できないものの允徳と関係ある王妃級の人物と推定さ

れる。

したがって上の資料（太字の人物）により，金昕，金陽，允徳，宜和夫人，文聖王，憲安王

など多くの真骨貴族や新羅王室による，聖住寺の運営への関与を窺い知ることができる  7）。こ

のように碑文の中に真骨貴族や王族の人間の名前が数多く登場することから，聖住寺は創建後

も地方で王京人と対立することなく，あくまでも彼等の公的権力のもとで組織的に運営されて

いたと考えられる。このことは，王京人が西海岸部に聖住寺を創建した目的や，寺院の性格と

も深く関わる問題である。

ただし，既に李喜寛氏が指摘された通り，資料 1 －〈5〉の記録のごとく文聖王をはじめ王室

が聖住寺と関係を結ぶのは，847 年前後の創建当初というよりは，後述する資料 1 －〈4〉のよ

うに寺院がその地域で影響力を有したやや後のことであった。また資料 1 －〈1〉に無染が直接

要請に赴いたとする金昕については，興徳王没後の王位継承争いに敗れ，山中宰相の記載から

既に王京を離れ山中で隠居していた。そのため聖住寺は，当時侍中兼兵部令の職にあった金陽

（資料中には魏昕伊飡－金陽の字－と記す）が莫大な費用を納め，檀越となることにより創建さ

れたといえるのである  8）。

『朗慧和尚碑』（資料 1 －〈6〉，資料 2）の中でただひとり彼を檀越と称することからも，金陽

が創建時において最大の経済的な後ろ盾であったばかりか，彼のもとに集まった王京人の主導

により聖住寺の運営がなされていたことが窺われる。ゆえに聖住寺の創建に関連する問題を解

明するためには，何より金陽との関係から考察が必要となるだろう。

さらに資料 2 の『聖住寺碑』には，残片を集め復元したものであるため全体にわたる内容を

把握することは困難であるが，金陽らが寺院創建の際に喜捨した物品等をある程度詳細に記述

している  ９）。『聖住寺碑』の建立年代は，梁承律氏が碑文の内容と撰者である金立入の翰林郎の

経歴を詳細に検討することにより，850～853 年の間であるとみられている。したがってこの

碑文の内容からは，創建当初の聖住寺の財政的基盤はもとより，寺院の運営形態の一端を垣間

見ることができる。

まず資料 2 －下線部によれば「租稲充入鋳像工価魏昕伊飡」とあることから，仏像を鋳造す

るのに必要な費用を，魏昕伊飡，すなわち金陽が租稲で充入したことが明らかである。その下
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部にも「□之堂租稲已至於寺林衡運」とあることから，多くの租稲が寺に運び込まれていたこ

とを想定できる。その租稲の前には「□之堂」という語句が確認でき，□之堂（梁承律氏は，

これを影堂と推定している）を建立するのに使用された租稲であったとみられる。これに加え

て資料 2 －下線部には，上の部分とも関連した内容であるが「金殿嘆無仏像頓捨家財」とある

ことから，喜捨した王京人の名前は定かでないものの，金殿（仏殿のことであろう）に仏像が

無いことを嘆き家財を喜捨して，仏像が鋳造された事実を窺い知ることができる。その下部に

も「領色羅匹段并租一百碩・」とあることから，租稲のみならず多様な家財が，聖住寺に喜捨

された様子が推察される。

このように聖住寺の仏像や金堂などの建物群は，金陽ら王京人が喜捨した租稲  10）をもとに

鋳造・建立されていた。さらにいえば創建当初の聖住寺では，土地ではなく，租稲を中心とす

る動産を財政的基盤にした寺院運営がなされていたといえる。ところでこの点は，新羅下代の

多くの寺院にとって，王族や貴族たちが大規模の土地を寄進することでそれが寺院の重要な経

済基盤となり，大土地経営に繋がったという既往の研究成果とは相反するであろう  11）。聖住

寺においても，寺院の縁起を示す『朗慧和尚碑』（資料 1 －〈2〉）を通して，聖住寺が「受封之

所」や「金田」という金昕や金陽の祖である金仁問（臨海公）以来の土地（食邑）を所有して

いたことを伝えることから  12），そのことに反論の余地はない。しかしながら，創建時の状況

を最も正確に著す『聖住寺碑』に，寺院の財源が動産所有により成り立っていたことを指し示

す内容がみられることは，聖住寺がある意味特殊な環境に置かれていたことを述べており，そ

のことは寺院の性格や役割とも大きく関係していたといえよう。

それならば創建期の聖住寺においては，土地よりも租稲をはじめとする動産の方が寺院の運

営上，さらにいえば富を蓄積するのに何らかの都合のよい状況が存在したとみるべきではなか

ろうか。そこで考えられるのが，やはり聖住寺が位置した場所の地理的環境である。聖住寺が

位置する現在の忠南保寧  13）は，西海岸に隣接しており統一新羅には藍浦（百済時代には，寺浦

と称す）と呼ばれ，地名からもわかるようにその場所には港が存在し，地理的にも早くから海

上交通，とりわけ対唐交通の拠点のひとつとして発達してきた。こうしたことからも，聖住寺

の創建目的・運営形態は，交易活動と密接な関連があったものと推察される。

交易活動において，動産所有が土地よりも大きな役割を果したことは周知の事実である。そ

の中でも租稲は，交易品として大きな役割を果したと考えられる。特に日本古代中世の海域史

の研究成果では  14），租稲（米）が交易品・唐物に対する代価の中で重要な物品として利用され

ていたと指摘されている。例えば，当時の状況を具体的に書き記した平安貴族の日記である

『権記』長保 2 年（1000）7 月 13 日条，『権記』寛弘 5 年（1008）2 月 24 日条，『水左記』承暦

5 年（1081）10 月 25 日条などには，大宰府との関係や貿易に関わる記載がありその中に「○石

○斗」や「返金代米（返金米）」がたびたび登場しており  15），米による貿易決済の事例が直接

確かめられるという。また『東大寺造立供養記』では，12 世紀末の東大寺再建の際に宋から取
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り寄せた石造物の原料石の費用に対して「石」を単位に記録されていることからも，後世まで

貿易決済が米で行われていたことを想起させる。特に山内晋次氏は，上の諸記録に加えて『新

猿楽記』の四郎君の項にみえる諸国土産のなかに「鎮西米」がみえることから，九州の米が一

種のブランド商品として他の地域に輸出されていたとし，ひいては平安期の日本の米は宋にま

で輸出されていたことを想定している  16）。

こうしたことを踏まえても租稲などは，詳細は後述するが，海賊勢力やこの地域で活動する

富豪層らの安定的な確保においても不可欠であったと考えられる。日本中世史家の戸田芳実氏

は，富豪層の所有形態の特色について，社会的には土地所有よりも大量の稲穀を中心とする動

産所有に代表される点にあると評しているが  17），聖住寺が存在した熊川州は，822 年の金憲昌

の乱でも明らかなように地方勢力の活動が盛んな地域であるため  18），それら稲穀を分配する

ことで彼らを従属させることも可能になったとみることもできる。

ここでは，最初に聖住寺と金陽の関係を指摘し，次に創建当初の聖住寺の財源は彼等が喜捨

した租稲（動産）にあることを明らかにした。さらに，聖住寺が西海岸に隣接していたことを

考慮すれば，そのような運営形態は交易活動と関連した可能性が高いことを指摘し得たと考え

る。

２．張保皐の暗殺と王京人

聖住寺の創建時期は，『朗慧和尚碑』（資料 1 －〈3〉）に，無染が寺に留まり始めたのが大中

（847～85９）初であるとすることから（『崇厳山聖住寺事蹟』には，大中元年 11 月 11 日とする），

847 年ごろであることが明らかである。これまで論及されることはほとんどなかったが，聖住

寺の創建時期については，今一度注目してみる必要がある。この 847 年という時期は，張保皐

が暗殺された 841 年（846 年という説もある）と，彼の海上活動の拠点である清海鎮が閉鎖さ

れた 851 年のちょうど中間にあたる。既往の研究でも広く指摘されるように，西南海岸地域は

張保皐の交易活動の影響が程度の差はあれ及んだ地域であり  1９），張保皐は海賊勢力を取り締

まり，交易活動を独占したものとみなされている  20）。このことからも，聖住寺の創建が張保

皐の交易活動及び暗殺事件と無関係であったとは到底考えられず，むしろ張保皐の暗殺を受け

てのものであったと考える方が自然である  21）。

何度も言及してきたように，聖住寺は金陽を中心とする王京人が檀越となり莫大な私財を納

入することで創建された。金陽については，『三国史記』巻 44 金陽伝などにその出自や略歴な

どの詳細な記録が残っており，既往の研究でも彼の政治的地位について比較的多く言及されて

いる  22）。

『三国史記』の記事にしたがえば，金陽は，興徳王没後の王位継承争いで閔哀王に対し反旗を

翻した金祐徴（後の文聖王）を助け，王位に就かせた。その功績等により蘇判兼倉部令，さら
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には侍中兼兵部令を授けられているが，まさに聖住寺が創建される 847 年には執事省侍中に昇

任している  23）。これに加え金陽の略歴を通して注目されることは，やはり張保皐との関係で

あろう  24）。上の史料によれば，王位継承争いで金陽は，清海鎮に入り金祐徴と合流してその

地で兵力を整え，張保皐の軍隊をも引き連れて政府軍と戦ったことを知ることができる。また

金陽は，興徳王代にも清海鎮と最も関係が深かった武州都督を歴任しており，清海鎮に対して

深い理解があったばかりか，張保皐の事業に対する理解者であった可能性も少なくはないので

ある  25）。

さて，張保皐の交易活動が金陽ら王京人たちに大きな影響を及ぼしていたことは，興徳王 ９

年（834）に発布された色服・車騎・器用・屋舎に対する教書の条文（奢侈禁制） 26）を通して推

察できる。それらの序文では，

興徳王即位九年・大和八年，下教曰，人有上下，位有尊卑。名例不同，衣服亦異。俗漸澆

薄，民競奢華。只尚異物之珍奇，却嫌土産之鄙野。礼数失於逼僭，風俗至於陵夷。敢率旧章，

以申明命。苟或故犯，固有常刑。（『三国史記』巻 33 色服・車騎・器用・屋舎志〈色服の項よ

り〉）

国内に蔓延した「異物之物奇」を尊び「土産之鄙野」を嫌うという風潮が当時の新羅社会の身

分制度の不均衡を招いたとする。この序文に続いては，詳細な説明は省略するが各々に細かな

規定を定めて，真骨貴族以下身分に応じて玳瑁・翡翠尾・紫檀・沈香・大唐毯など外来奢侈品

の使用を禁じている。さらに武田幸男氏は，真骨に対してそうした禁令を下したのは国王が真

骨を超越する身分を獲得したからであり，8 世紀までの新羅国王・王族の存在とは異なる様相

が読み取れると指摘する  27）。このように教書の内容分析を通じて，張保皐に代表される交易

活動が新羅の伝統的な身分制（骨品制度）を解体する原動力にまでなっていたことが窺い知ら

れる。

こうした国内外情勢により，金陽ら王京人は，張保皐の交易活動を中心とする経済力と軍事

力に早い時期から関心を抱き，彼に接近していったものと考えられる。しかしながら金陽ら

は，納妃問題を契機に，部下である武州都督閻長に命じ張保皐を暗殺することを選択する  28）。

このことを如何に考えるかは議論の分かれるところであろうが，張保皐の海上活動に対して理

解が深い金陽が彼を暗殺したということは，これまで張保皐が独占的に行ってきた交易活動

（国際交易）を，新たに金陽ら王京人のもとに再編成しようとする試みであったと理解すること

も可能ではないだろうか。

これに関連して，円仁の旅行記である『入唐求法巡礼行記』（以下，『巡礼行記』と記す）に

は，円仁が帰途についた 847 年に新羅の西南海岸の島嶼地域で第三宰相と内家の牧場や皇龍寺

の荘園などを目撃したとすることから，当時の朝鮮半島の海岸部には王京人の経済的基盤が数
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多く存在していたことが想定される  2９）。すなわち西南海岸部に多くの経済的基盤  30）をもつ王

京人は，張保皐に委託せずとも独自な交易活動を展開できる能力を兼ね備え始めていた。張保

皐の暗殺は，絶頂にあった国際的な交易活動を停止させたのではなく，金陽ら王京人に，張保

皐を仲介せずとも独自に交易活動を行うことができる契機を与えたのである。このことは同様

に，西南海岸地域の海賊勢力にとっても大きな画期であり，新たな動きをみせ始める  31）。そ

うした中で王京人たちは，張保皐の暗殺後，海上活動者をいち早く確保して，張保皐が展開し

た国際交易を如何に継承するかに多くの力を注いだものとみられる。

とりわけ金陽は，張保皐との 10 年以上にわたる交流の中で，彼が展開した交易活動を誰よ

りも熟知していた。周知のように張保皐の交易活動の特徴は，在唐新羅人との強い絆を背景に

唐各地に赴き奢侈品を購入したことにあるが，その中心拠点は山東半島登州文登県に位置した

赤山法花院であった。

赤山法花院は，赤山浦に隣接して，唐の地方政府である平盧軍節度使の下で公的な役割を担

い，多くの在唐新羅人たちにより管理され，交易活動の拠点でもあった  32）。『巡礼行記』によ

れば，円仁が「寺名赤山法花院本張宝高初所建也」 33）「大使本願之地」 34）と評していることか

ら，張保皐は，820 年前後に登州に進出して以後，新羅に帰国し清海鎮を設置してからも，赤

山法花院に莫大な財貨を喜捨していることが窺われる。さらに『巡礼行記』の記述から，83９

年 6 月下旬に張保皐が送った交関船 2 隻が赤山浦に到着し，大唐売物使崔兵馬使（名前は暈で

あろう）が赤山法花院を訪問したのち，その交関船は登州乳山浦と揚州などを往来していた事

実を確認できる  35）。このように張保皐は，私財を喜捨し檀越としての地位を得て赤山法花院

の運営に関与することで，山東半島を中心に唐の各地域で交易活動を有利に展開することがで

きたのである。また張保皐は，清海鎮設置後に莞島付近の長佐里に法華寺を創建したともいわ

れている  36）。

勿論，王京に居住する有力真骨貴族の金陽と，地方に拠点をもち海島人と称せられた張保皐

の間には，大きな身分の違いが存在する。そのため両者を比較対象とするのは，必ずしも適切

であるとはいえない。だが，交易活動という側面から考えてみれば，９ 世紀中葉の新羅では，

中国や日本に向けて開かれた様々な航路をもつ張保皐のような人物が，最先端のスポットに

あったといえる  37）。反対に王京人は，彼等からの情報収集に努めるとともにそれらの掌握に

多くの力を費やしたものと推察される。それゆえ張保皐が展開した交易活動の方法が，王京人

に影響を与えることも当然あったとみて相違ない。推測を重ねるならば，聖住寺は，金陽らが

赤山法花院等をモデルに創建したとみることも可能なのである。いずれにしても王京人たち

は，張保皐の暗殺を契機に，これまで彼を仲介に行われた国際交易を新たに自身の管理下に置

くため，その活動拠点を確保するのに努めたことが予想される。

ところでこれに関連して，南海岸の全羅南道長興郡に所在した宝林寺  38）も，９ 世紀中葉（張

保皐の暗殺後）に海岸部に創建された王京人と関係深い寺院として，聖住寺の特徴とも共通点
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が多い。そうした側面は，『宝林寺普照禅師彰聖塔碑』及び『宝林寺毘盧舍那仏造像記』（資料

は註に引用  3９））から垣間見ることができる。すなわち，詳細は触れないが，真骨貴族の中でも

膨大な経済的基盤を所有する金入宅のひとつ長沙宅主である武州長沙県副官の金邃宗  40）（註 3９

の②－下線部。①－下線部の副守金彦卿は同一人物と推定される）が 858 年（大中 12）に私財

で鉄 2500 斤を買い盧舎那仏一体を鋳造し，翌 85９ 年（宣帝 14）には憲安王が寺院運営に直接

関与し始めている。さらに，金入宅である望水宅・里南宅が租穀 2000 斗と金 16９ 分を喜捨し

たことが確かめられ，聖住寺の特徴と類似することが窺い知られる。特に，李基東氏が指摘す

るように租穀 2000 斗は田 1333 結に該当する量であることから  41），創建期の宝林寺も，まさ

に王京人が施入した莫大な動産所有により運営されていたとみてよい。何より金は，近年の前

近代東アジア交流史の研究から国際交易との関連性までも想起させるものである  42）。

ともあれ西海岸と南海岸で若干の違いはあるものの，宝林寺も，王京人のもとで海上活動者

を編成して交易活動に関与した寺院であったと推定される。なお，宝林寺の建立及び武州地域

への王京人の進出が聖住寺よりも十年ほど遅れた要因としては，莞島清海鎮からほど近い地理

的な環境によるものであろう。莞島の住民を碧骨郡（全羅北道金堤）に移住させ張保皐勢力を

完全に駆逐したのが 851 年であったことを考えれば，当時の武州地域も反新羅的な様相を呈し

ていたと推察される。そのため，そうした状況がひと段落する 858 年ごろになった  43）とみて

とれるのである。

論点がやや多岐にわたったが，ここでは金陽ら王京人が聖住寺を創建した背景に，張保皐の

暗殺と密接な関連性が存在したことを明らかにした。金陽ら王京人は，張保皐の交易活動を継

承すべくその活動拠点を確保するために，対唐交通の拠点の役割を担い得る西海岸の忠南保寧

に聖住寺を創建したと考えたい。言い換えれば，聖住寺は，張保皐の暗殺後にみられる対唐交

易の占有を見据えた，王京人の西海岸地域進出と表裏の関係にあったことを指摘することがで

きる。

３．聖住寺と対唐交易

１）朗慧無染の活動と対唐交易

前述してきたように，聖住寺は，張保皐暗殺後にはじまる金陽ら王京人の西海岸進出，さら

には交易活動と密接な関連があることが明らかになったと考えるが，国際交易との関連を暗示

する次のような資料も存在する。まず『崇厳山聖住寺事蹟』の中には，聖住寺の規模を具体的

に伝える記録がみられるが  44），

［資料 3］

改創選法堂五層重閣，三千仏殿九間，海荘殿九間，大雄宝殿五間，定光如来殿五間，内僧堂
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九間，極楽殿三間，（ 中略 ），十王殿七間，栴  45）檀林九間，香積殿十間，住室七間，井閣三閣，

鍾閣東行廊十五間，西行廊十五間，東西南北間各三間…，（『崇厳山聖住寺事蹟』）

聖住寺の建物の中で下線に示した「栴檀林九間」という部分は注目される。栴檀林九間の意味

は，栴檀を置いたところが ９ 間であるか，栴檀で造られた建物が ９ 間であるのか判断がつき難

いところではあるが，いずれにしても聖住寺には相当量の栴檀が存在しており，それらは外部

から持ち込まれたものであることは確実である。栴檀は，ジャワ島やスマトラ島など東南アジ

ア方面で生産される有香木材であり，紫檀とよばれる奢侈品は，興徳王代に真骨貴族以下その

使用が禁止されていた舶来品である  46）。

そこでこれらをどのように入手したかが問題となるが，やはり張保皐が唐各地で行った国際

交易との関連性が想起されよう。前述したように，それ以前に新羅国内で普及していた舶来の

奢侈品は，張保皐が揚州などでアラビア・ペルシャ・占婆商人などを通して購入してきた物品

であろうと考えられている  47）。したがって上の資料に登場する栴檀林九間も，張保皐の暗殺

後であれ，対唐交易を通じ聖住寺に持ち込まれた品物であるとみてほぼ間違いない。

さらに聖住寺跡（９ 世紀中葉以後）の発掘調査では，聖住寺創建期の伽藍跡から唐代後期の

陶磁器の特徴といえる，底部を削りだす形式の中のひとつであるʻ蛇の目高台ʼの青磁・白磁

盌など高級器皿が数多く確認されている  48）。調査報告書によれば，ここで出土されたʻ蛇の目

高台ʼは製作技術にしたがい，内底圓刻がない越州窯産・定窯または邢窯産など中国製のʻ蛇

の目高台 （̓陶磁器），内底圓刻がないものの国内（朝鮮半島）で生産された中国系のʻ蛇の目

高台 ，̓そして内底圓刻がある国内産に区分できるという  4９）。唐から持ち込まれた陶磁器が聖

住寺で数多く出土した事実は，聖住寺が対唐交易の中心地として機能していたことを物語って

いるといえよう。越州窯系の青磁や唐様式の白磁は，唐商人が往来したことで知られる鴻臚館

跡などの発掘調査で明らかなように，日本列島にも ９ 世紀半ばごろから大量に持ち込まれてお

り，それらは博多津から瀬戸内海を経て平安京にまで運搬されていたとみなされている  50）。

加えて，国産のʻ蛇の目高台ʼが聖住寺で出土することは，ここからほど近いところにそれら

を焼く窯が存在したことを暗示しており，唐人の工人が往来していた可能性も少なくないだろ

う。

上のように聖住寺と対唐交易の関連性を指摘し得るならば，聖住寺にもそれに見合った活動

を行うのに適した人材が必要となる。簡単にいえば，張保皐のように唐情勢に精通し，在唐新

羅人はもとより平盧軍節度使のような唐の地方政府と繋がりをもった人物が聖住寺にも存在し

たはずである。その一端を担ったのが，まさに寺院の開祖である朗慧無染ではないかと考えら

れる。『朗慧和尚碑』にしたがえば，無染は 812 年の 13 歳の時に出家し，822 年に 22 歳で新羅

唐恩浦から遣唐使船に乗り込み唐に渡り，約 25 年の間唐各地を訪れ 845 年武宗の廃仏政策の

際に帰国した。唐国内での行跡については明らかでない点が多いが，初期には長安の終南山に
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ある華厳宗の至相寺に入寺し，そこで禅宗に目覚め，寺を出て馬租道一の弟子である麻谷宝徹

のもとで禅門を学んだとある  51）。曺凡煥氏の指摘によれば，中国に留学した禅僧たちの中で

滞在期間が 15 年を過ぎる者はほとんどなく，25 年という年月は極めて例外であった  52）。ゆえ

に無染は，唐国内で「東方大菩薩」 53）という評価を受けており，そこで一定の地位を築いたば

かりか唐情勢についても他の誰よりも精通していたといえる。金陽が他の僧侶ではなく無染を

受け入れ開祖とした理由も，無染の長期間にわたる在唐経験を見込んでのものであったと推察

される。

さらに，聖住寺（無染）が対唐交易に積極的に関与していたことは，後代の資料であり信憑

性も定かではないものの，1９９0 年に山東半島登州文登県の崑崙山付近で発見された清末光緒

13 年（1887）8 月建立の「重修無染院記」と刻まれた石碑と，その来歴を記した『登州府志』

と『牟平県志』の「大唐牟平県崑崙山無染院碑」を通して窺い知られる  54）。この中には，平盧

軍節度使王師範（8９1～９05）など唐役人の名前とともに鶏林（新羅）人である金清押衙の名前

を発見できるが，「崑崙山無染院碑」は本来 ９01 年（昭宗の光化 4 年）に金清押衙の出費により

建立されたものとする  55）。この新羅人金清押衙は，鄞水（浙江地域）を往来し交易に従事しな

がら富を蓄積した人物であるとみられるが，この資料からは，聖住寺開祖の朗慧無染と同名で

ある無染院が登州に存在しており，無染院が押衙の金清という在唐（？）新羅人により管理・

信仰されていた事実を確認できる  56）。このことは，山東半島と新羅西海岸部が禅宗（無染）と

いう共通した宗教により結ばれていたことを想起させ  57），また山東半島と新羅藍浦の聖住寺

の間で定期的な交流がなされていたことを示している。

前述したように張保皐が活動した時期の山東半島では，赤山法花院を中心に在唐新羅人社会

が形成されており，張保皐は彼らとの関係を通じて交易活動を行っていた。その後，在唐新羅

人社会がどのような変遷を遂げるかは定かではないが，新羅国内の王京人たちは，張保皐暗殺

後も彼の交易活動のネットワーク（彼の遺業）を可能な限り継承したものと考えるのが妥当で

ある。

以上のことから，聖住寺は張保皐暗殺後の対唐交易を担う重要拠点であることがより具体的

になった。ところで，上では聖住寺と運営形態が類似する例として迦智山門の本山である宝林

寺（南海岸武州）にも僅かに触れたが，その開祖といえる体澄の活動（移動）も注目される。

彼は 840 年に唐から帰国したのち聖住寺も建立された故郷の熊州で活動したが，85９ 年ごろに

武州の黄壑蘭若に移り，その直後に憲安王の数度にわたる要請（1 度目は拒否）と使者の訪問

を受けて，85９ 年 10 月にこの時まで華厳宗の寺院であった宝林寺に入っている  58）。体澄が熊

州から武州に移住した理由は明確でないが，当時熊州では聖住寺の朗慧無染の活動が活発で

あったため，そこでの発展（山門形成）は困難であると悟ったから  5９）ではないか。このこと

は，ある意味体澄が挫折を経験したといえる。ただし別の側面からいえば，聖住寺の成長並び

に朗慧無染の活動を目の当たりにした体澄は，自身が体得した経験を活かすべく新天地を求め
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て武州に移住したとも解釈できる。とすれば，体澄の宝林寺と無染の聖住寺の間で，数々の共

通点が発見されるのも当然なことと思われるのである。

また，同じ時期の日本の観世音寺の例も参照される。『安祥寺伽藍縁起資財帳』によれば，安

祥寺の僧恵運は，大宰府の筑前観世音寺で新羅商客から銅鋺・畳子などの仏具を購入している

ことがわかる。さらに重要な点として安祥寺の創建と運営には，藤原良相・伴善男ら中央の有

力貴族が深く関与していたとされる  60）。寺院を介した交易活動は，赤山法花院や観世音寺な

どを通しても広く知られるように，当時の東アジア世界で頻繁にみられる形態であり，寺院と

僧侶と交易の関連性は貴族層の欲する交易品の問題とも関連していた  61）のである。つまり，９

世紀中葉張保皐暗殺後の新羅において，金陽ら王京人が聖住寺を創建し西海岸に進出しようと

したのも，彼らが欲する交易品をいち早く購入するためであったと考えられる  62）。なお，こ

の場所には，後述するように唐から往来してきた人々も含めより多様な人間が集まっていたよ

うである。

２）聖住寺と「海賊」勢力の再編

王京人が張保皐暗殺後に対唐交易を主導的に展開するためには，実際に交易活動を行う海上

活動者を確保し，それらを新たに編成する作業が必須であった。張保皐暗殺の要因は，王京人

と対立したのみにとどまらず，武州地域を中心とした西南海岸地域の海賊勢力の反感によるも

のであるといわれるように  63），王京人にとってはその地域に多数存在した海賊勢力をいかに

取り締まるかが目下の課題であった。反対に海賊勢力も，張保皐の暗殺で既存の海上秩序が崩

れたことにより，利益を得るのに適した新たな活動方法を模索したとみられ，聖住寺の創建は

まさに海賊勢力にも大きな影響を及ぼしたとみて相違ない。そうした状況下において，開祖の

無染の活動（布教活動）は，唐とのつながりを構築しただけでなく，海賊勢力を聖住寺のもと

に編成するのに大きな役割を果したと考えられる。

例えば『朗慧和尚碑』（資料 1 －〈4〉）の記録によれば，無染の活動が寺を発展させたとする

が，具体的には無染の道を求め多くの人々が集まり，仏法によって乱暴な習俗（蚩蚩之俗）を

もつ人々の心を変化させたことがわかる。さらにこのことを一層具体的に述べているのが，『崇

厳山聖住寺事蹟』にみられる次の部分である。

［資料 4］

藍浦群賊輻湊，請益和尚猶鍾待叩，似鏡現形，以慧炤導其目，法喜娯其腹，由是，群賊遷善

改過出家得道者百余人，文聖大王頻降神筆曰，熊州是海隅辺塞，人性凶傲，朕篤畏不服，禅師

既為仏法雄秀道徳堪任，人自行善，朕喜，充抱請禅道為国鎮坐，茶香信物四時連還，因勅下

曰，烏合寺禅師所居誠可尊儼，宜為寺額勅，（『崇厳山聖住寺事蹟』）
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この資料の中には賊という表現が数回登場するが，冒頭に藍浦群賊とみられることから，藍

浦という港に居住する賊の群れ，すなわち海賊と考えてよかろう  64）。これは，その下部に「熊

州是海隅辺塞人性凶傲」とみられることからも明らかである。ここに記された内容を簡単に要

約すれば，“この地域には乱暴で命に従わない藍浦賊が存在したが，無染が賊たちの質問に答え

法の喜びを享受することで，群賊らは改過遷善するようになり，出家して仏道に励んだものが

百余名であった”という。すなわち，無染は百余名の海賊を出家させ，聖住寺のもとに彼らを

取り込んでいることがわかる。これを契機に，これまで海賊行為を働くなど敵対的行動を取っ

ていた海賊勢力は，新たに聖住寺のもとに組織化された。さらに聖住寺が金陽ら王京人のもと

で運営されていたことを念頭に置けば，王京人のもとに海賊が再編されたとみることもでき

る。

ところで，聖住寺が創建された 847 年前後の新羅王権は，西南海岸部に対する警備を強化し

ていた。海賊勢力はもとより異国から来航した海上活動者には，特別警戒心を持って対処した

とみられる。『続日本後紀』承和 12 年（845）12 月戊寅条や『巡礼行記』大中元年（847）９ 月

6 日条  65）などによれば，漂流民に関わる漂着情報は新羅国王に上奏することが厳守されてい

る。さらに，日本人漂流民が獄中に収監され厳格に管理され，送還の許可が下されるまで担当

官庁の厳重な監視下にあったことが窺い知られる  66）。言うならば，中央の王京人は辺境に位

置した地域に対して，利潤を追求する交易活動だけでなく，中央政権の混乱や国際関係の悪化

に伴う混乱を防ぐために，そうした管理を一層強化したとみることができる。

ともあれこうした当時の中央と海岸地域の関係からも，租稲を中心とする動産を基盤に聖住

寺が運営されていた事実は改めて注目される。海賊勢力が租稲の獲得に努めていたことは，『日

本後紀』弘仁 2 年（811）8 月甲戌条にみられる新羅人が県の穀物を運搬する際に海で盗賊に襲

われたという記事をはじめ，彼らが海賊行為を働き穀物など年貢を略奪した事例が極めて多い

ことから窺われる  67）。したがって金陽ら王京人が喜捨した租稲などは，海賊たちに再分配さ

れることで，彼らの確保を可能にしたとみて相違ない。金陽らが租稲をはじめ多様な家財を聖

住寺に喜捨した主たる目的は，聖住寺を通して交易活動を行う海賊勢力を再編することにあっ

たとみてよかろう。

それならば海賊勢力は，聖住寺等から入手した租稲などの動産を所有し唐各地に出かけて交

易活動を行ったとみられる。また西海岸沿岸部の交易活動拠点には，唐商人も頻繁に往来した

様子が窺われる。『新増東国輿地勝覧』巻 1９・忠清道沔川郡・人物卜智謙  68）によれば，聖住寺

が位置する藍浦から比較的近距離にある槥城郡（沔川郡のこと）には，高麗建国の功臣の卜智

謙家門がいたが，彼の先祖である卜学士は唐から新羅にやってきて沔川郡に居住しながら海賊

を打ち払い百姓たちを集め保護したという。卜智謙の先祖は，唐と新羅を往来した海上交易に

従事しながら相当な海軍力と経済力を築き，槥城郡地方で有力な豪族に成長したといえる  6９）。

ゆえに聖住寺に集まった海賊の中にも，唐人が含まれていた可能性が高い。山内晋次氏は，同
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時代史料ではないが『扶桑略記』の「但遺賊中有最敏将軍三人就中有大唐一人」 70）という記事

を根拠にして，９ 世紀末の新羅では新羅人と唐人が交じりあって賊団を形成した場合があった

と指摘する  71）。この見解は非常に興味深いが，上の史資料にみられる組織化された賊団が形

成されるにいたる背景には，聖住寺や宝林寺など王京人から莫大な経済的支援を受けた寺院や

地方機関からの保護があったものと推察される。

これに関連して田中史生氏は，貞観 11 年（86９）の新羅海賊事件に関わる一連の史料  72）を分

析することで，新羅海賊（交易活動者）の構成者の性格を論及する。田中氏は，それらの事件

に関与した者の中に新羅人の僧侶や造瓦の技術者が含まれることや，その背後に新羅王の存在

までも暗示する記録がみられることに注目し，新羅海賊が公的機関や大宰府官人，新羅王とい

う政治的権力体の構成者と不可分の関係にあったことを指摘する  73）。また権悳永氏は，博多

津や対馬で上のような事件が起きたのは，張保皐の暗殺からこの時期にかけて新羅海賊が大規

模化・組織化されたことを証明してくれるとする  74）。結論からいえば上の事件に関与した新

羅海賊は，聖住寺や宝林寺（日本の場合，地理的なことを考えれば宝林寺である可能性が高い）

などに再編された海賊勢力であったとみて相違ない。聖住寺や宝林寺の末端につらなる海賊勢

力であるならば，間接的であれその背後に新羅王や真骨貴族など公的機関の存在が窺われるの

も，ある意味当然なことである。

以上から，聖住寺の創建が張保皐暗殺後の海賊勢力の再編に大きな役割を果たしたことが明

らかになったが，その背景には，金陽ら王京人が対唐交易の占有を求めて実施した西海岸進出

と密接な関連があった。さらに資料 1 －〈5〉や資料 4 には，文聖王は無染が賊たちを改善し出

家させたという噂を聞くや，使者を送り寺の名前（寺牓）を聖住に変え大興輪寺に編録させた

という趣旨の内容がみられる  75）。つまりこの記載から，文聖王（新羅王）が聖住寺の運営に関

与する目的は海賊勢力の確保にあったことが鮮明に窺われ，聖住寺と海賊問題の関係を物語

る。また，最初に言及した通り聖住寺の創建並びにその後数年間は，王京人の中でも真骨貴族

が檀越勢力として寺院の運営に従事していたが，これを契機に新羅国王が直接それに介入し始

めることがわかる。加えて『朗慧和尚碑』には，文聖王から真聖女王にいたる代々の新羅国王

がこれまで以上に多様なものを聖住寺に喜捨するとともに，無染の教えを尊重し彼を国師に任

命し，寺院の放生場の境界を標示し題額を与えるなど寺院の運営に積極的に関与する様子を詳

述する  76）。いずれにしても，当時の新羅王と真骨貴族の関係など今後詳細に検討しなければ

ならない問題は多いが，国王までもが創建後の比較的早い時期からその運営に直接関与すべく

努力したことは，創建後の聖住寺がこの地域で担った役割の大きさを物語る。

むすび

本稿では，聖住寺の創建及び運営の意義について，その立地場所，檀越勢力，財政的基盤，
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創建年代はもとより，張保皐暗殺など当時の新羅の国内外情勢に注目することで，王京人との

関係から検討してきた。特には，張保皐暗殺後の 847 年に金陽ら王京人が西海岸付近に聖住寺

を創建した背景を明確にできたと思う。本文で述べた内容を簡単に要約することで，むすびに

代えたい。

まず，聖住寺は，侍中金陽を中心として彼のもとに集まった王京人が莫大な費用を納め，檀

越となることで創建された。聖住寺は王京人の主導下に運営されたのであるが，その財政的基

盤は土地よりも彼等が喜捨した租稲を中心とする動産にあった。ゆえに寺院の運営上，動産の

方が富を蓄積するのに都合のよい状況が存在したとみられるが，聖住寺の位置する西海岸地域

の地理的環境を考慮すれば，まさに交易活動との関係が想起される。これに関連して日本古代

中世の海域史の研究成果によれば，平安貴族の日記を中心に，租稲（米）が交易品，唐物に対

する代価（貿易決済の手段）の中で重要な品物として利用されていることが度々確認されてい

る。

また，聖住寺の創建時期である 847 年は，張保皐の暗殺と密接な関連があった。とりわけ聖

住寺の創建に尽力した金陽は，張保皐と親交が深いばかりか，彼の暗殺にも直接関与したので

ある。金陽ら王京人は，張保皐により独占された交易活動（国際交易）を新たに自身の管理下

に再編すべく，その活動拠点を確保する意味から西海岸地域に聖住寺を創建したものとみられ

る。

このように聖住寺の創建は，張保皐暗殺後に促進される王京人の対唐交易を見据えた西海岸

進出と表裏の関係にあった。聖住寺の建物の中に栴檀が存在したり，伽藍跡から唐代後期の陶

磁器が数多く確認されたりするのに加えて，朗慧無染のような唐情勢に精通した人物が寺院の

開祖である点は，聖住寺が対唐交易の拠点であったことを具体的に知らせる。また聖住寺（無

染の活動）は，何より海賊勢力の編成に寄与したことが確認されている。したがって王京人が

租稲等の家財を聖住寺に喜捨したのも，海賊たちにそれらを再分配することで，彼等を確保し

て交易活動に従事するためであったと推察される。

こうしたことは，聖住寺がこの地域で担った役割の大きさを物語るが，以上のように金陽ら

王京人が積極的に関与したとすれば，王京と聖住寺の間に頻繁な交流が存在したものと想定さ

れる。つまり聖住寺の創建は，当時の王都慶州と西海岸地域の交通を促進させたのである。『朗

慧和尚碑』の中にも，当時の新羅の地域間交通を伝える記載がいくつか存在するが，これらの

問題は今後の課題としたい。

◎追記

本稿は，신라사학회『신라사학보』제８호 , 2006. 12（新羅史学会『新羅史学報』第８号，2006

年 12 月）に掲載された，本稿と同題の韓国語文（「９세기 중엽 聖住寺와 신라 王京人의 서해안 
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진출―張保皐 교역활동의 영향과 관련하여―」）を，若干の加筆・修正を加えて日本語で公表するも

のである。

註

1） 本稿での『朗慧和尚碑』の原文及び注釈は，李佑成校訳『新羅四山碑銘』（亜細亜文化社，1995）の該
当部分に従った。それ以外にも，黄寿永編『韓国金石文総覧（上）』（亜細亜文化社，1976），韓国古代
社会研究所編『訳註韓国古代金石文（第 3 巻）』（駕洛国史蹟開発研究院，1992）等が参照される。

2） 本稿での『聖住寺碑』の原文及びその復元は，梁承律「金立之の「聖住寺碑」」（『古代研究』6，1998）
に従った。それ以外にも，註 1 で引用した文献等が参照される。

3） 本稿での『崇厳山聖住寺事蹟』の原文及び注釈は，黄寿永「（資料）崇厳山聖住寺事蹟」（『考古美術』
9 － 9，1968）に従った。

4） 忠南大学校博物館『聖住寺』（忠南大学校博物館叢書第 17 輯，1998），林鍾泰『考古資料からみた聖住
寺の変遷と時代相』（書景文化社，2005）。後者は，伽藍跡を中心に聖住寺の考古学の成果を検討した
数少ない論著である。ところで，この聖住寺の跡地には，もともと百済の法王（または武王）が創建
し，新羅統一後は金仁問の一門により継承された烏含寺という名称の寺刹が存在した。しかしながら
烏含寺は，その後何らかの事情により廃寺になっており，調査報告書でも，9 世紀中葉（聖住寺の創
建以後）に出土遺構（伽藍配置）や土器・陶磁器などの出土遺物に大きな変化がみられるとする。し
たがって本稿では，烏含寺と聖住寺を連続した存在とは考えず，無染を開祖として創建された聖住寺
のみを考察の対象とする。

5） 近年の代表的な研究成果は，次のようである。曺凡煥『新羅禅宗研究―朗慧無染と聖住山門を中心に
―』（一潮閣，2001）及び，梁承律「金立之の「聖住寺碑」」，同「聖住山門関連史料の検討」（『古代研
究』7，1999），『聖住寺と朗慧』（書景文化社，2001）所収の各論文（金寿泰「烏含寺」，南東信「聖住
寺と無染に関する資料検討」，曺凡煥「朗慧無染の求道行と南宗禅」，金英美「朗慧無染の禅思想」，李
喜寛「聖住寺と金陽―聖住寺の経済的基盤に対する一検討―」，趙仁成「〈朗慧和尚碑銘〉の撰述と崔
致遠」），南東信「聖住寺無染碑のʻ得難ʼ条に対する考察」（『韓国古代史研究』28，2002），李在晥

「聖住寺朗慧和尚塔碑のʻ得難ʼとʻ五品ʼに対する再検討」（『木簡と文字』15，2015）など。
6）  本稿で使用する王京人とは，真骨をはじめ，王京に居住し骨品制に参画し得た新羅の特権者集団を

指している。ただし，木村誠「統一新羅の骨品制―新羅華厳経写経跋文の研究―」（『古代朝鮮の国家
と社会』吉川弘文館，2004）が指摘するように，王京に居住する人々の中には，地方から移住してき
た人々をはじめ多くの非骨品的階層者を含んでおり，彼等に至っても広義の王京人と呼ぶことができ
るかもしれないが，ここではそのような意味では使用しない。

7） 梁承律「金立之の「聖住寺碑」」は，檀越勢力とみられる上の王族・真骨貴族各人に対して，その経歴
等を簡単に言及している。

8） 李喜寛「聖住寺と金陽」。聖住寺の創建過程については，曺凡煥「朗慧無染と聖住寺の創建」（『新羅禅
宗研究』）に詳しい。

9） ここでは，李喜寛「聖住寺と金陽」，梁承律「金立之の「聖住寺碑」」の復元案をもとに論述する。
10） 聖住寺に喜捨された稲が，租と観念されている点も注目される。ところで『三国史記』の記載によれ

ば，禄邑制が神文王九年（689）に廃止されると，禄邑に代わって租ないしは月俸が官僚に支給された
ことがわかる（浜中昇「新羅村落文書にみえる計烟について」『朝鮮古代の経済と社会―村落・土地制
度史研究―』法政大学出版局，1986）。ゆえに金陽ら王京人が喜捨した租稲というのも，このような性
格と関連付けて理解することができるのではないかと考える。なお，高麗時代の租の観念について
は，浜中昇「高麗田柴科の一考察」（上の本）などが参照される。

11） 李喜寛「聖住寺と金陽」。なお，新羅下代における寺院の大土地経営については，崔柄憲「新羅下代禅
宗九山派の成立―崔致遠の四山碑銘を中心に―」（『韓国史研究』7，1972）及び李純根『新羅末地方勢
力の構成に関する研究』（ソウル大学校博士学位論文，1992），李炳熙「三国及び統一新羅期の寺院の
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田土とその経営」（『国史館論叢』35，1992），河日植「海印寺田券と妙吉祥塔記」（『歴史と現実』24，
1997）などを参照。例えば，聖住寺と比較的近い時期に創建された禅宗寺院である鳳巌寺（慶北聞慶
に所在）では，『曦陽山鳳厳寺智証大師寂照塔碑』によれば，寺院運営において創建期から土地が最も
重要な役割を果していることが窺われる（崔柄憲上の論文）。

12） 『三国史記』巻 44 金仁問伝。この問題については，金寿泰「烏含寺」に詳しい。
13） 統一新羅時代の保寧地域は，百済が滅亡したのち，熊川州下の潔城郡新邑と西林郡藍浦のふたつに区

分される（朴洋震「保寧地域の自然的・歴史的環境」『聖住寺』忠南大学校博物館叢書第 17 輯，1998）。
14） 川添昭二「鎌倉時代の対外関係と文物の移入」（『岩波講座日本歴史 6 中世 2』岩波書店，1975），小葉

田淳「鎖国以前の金銀外国貿易」「中世の金銀の価格及びその日中貿易―加藤繁博士の所論を読みて ―」
（『金銀貿易史の研究』法政大学出版局，1976），渡邊誠「管理貿易下の取引形態と唐物使」（『平安時代
貿易管理制度史の研究』思文閣出版，2012），山内晋次「荘園内密貿易説に関する疑問」「平安期日本
の対外交流と中国海商」（『奈良・平安期のアジアと日本』吉川弘文館，2003）などを参照。

15） 次の史料をはじめ，平安貴族の日記にはこうした事例が数多くみられる。
 ① 参御前奏先日大宰大弐藤原朝臣申送云，商客曽令文所進和市并貨物等直事，依有所申請，以管内所

在官物，且可充之由，令成所牒，但金直両別米一斛，京之定也，商客申可充三石之由，仍増彼京
定，減此客定，相定一石五斗，可充給之由雖令仰，商客等猶不甘心者，以一石五斗為定，可給御牒
之由，先日奉仰事了，而猶件数多減下，若充二石令給如何，但給米一色，其数可及六千余石，若以
絹令充給如何，此事左大臣先日所知行也，先可触彼左大臣歟，仰云，依申，（『権記』長保 2 年（1000）
7 月 13 日条）

 ② 陣座有定事，大宰府解四通，…同国商客劉琨申請，且任去承保四年官符被催給管内□国返金米未済
六百九十九石一斗七升，且待［　］年三月上旬帰唐状，副劉琨申文（『水左記』承暦 5 年（1081）10
月 25 日条）

 なお，①の記載内容を要約すれば，「長保 2 年に蔵人所より大宰府宛の移牒において，宋商曽令文への
交易貨物の代価は大宰府管内所在の官物で支払うことを命じ，金値一両別米一石の京の相場を用いる
ことを指示した。しかしながら曽令文は一両別米三石を主張したので，折衷して一石五斗を支給する
ことを移牒した。ところが，令文はさらにこれを不満としたので，二石とした」となる。

16） 山内晋次「平安期日本の対外交流と中国海商」。山内氏はその他にも，『本朝世紀』巻 2 天慶元年（938）
8 月 23 日条にみえる布なども，貿易代価・交易品として利用された可能性が高いと説明する。

17） 戸田芳実「中世成立期の所有と経営について」（『日本領主制成立史の研究』岩波書房，1967），同「中
世成立期の国家と農民」（『初期中世社会の研究』東京大学出版会，1991）。

18） 曺凡煥「聖住山門と地方勢力」（『新羅禅宗研究』），近藤浩一「金憲昌の乱と 9 世紀前半の新羅社会―
張保皐登場前史―」（『京都産業大学論集』42，2010）など。新羅下代の富豪層（富人）の成長及び活
動については，李純根「地方富人勢力の成長」（『新羅末地方勢力の構成に関する研究』），蔡雄鍚「新
羅下代の社会変動と富豪層の登場」（『高麗時代の国家と地方社会』ソウル大学校出版部，2000）を参
照。

19） 金周成「張保皐勢力の興亡とその背景」（『韓国上古史学報』24，1997）は，張保皐の勢力範囲につい
て論じている。

20） 浜田耕策「王権と海上勢力―特に張保皐の清海鎮と海賊に関連して―」（『新羅国史の研究―東アジア
史の視点から―』吉川弘文館，2002）などを参照。

21） 本稿とは視点が大きく異なるが，曺凡煥「新羅下代張保皐と禅宗」（『STRATEGY21・韓国海洋戦略
研究所』8，2001）は，武珍州地域における禅宗と張保皐の関係をいくらか言及している。すなわち，
9 世紀中葉の新羅西南海岸部では実相山門・桐裏山門・迦智山門などの禅宗寺院が建立されたが，そ
の背景には張保皐船団による保護（張保皐が檀越となり禅宗寺院を支援）があったとされる。しかし
ながら，張保皐暗殺後に創建される聖住寺においては，張保皐の直接的な支援があったとは考え難い
ので，他の側面からの検討も必要であろう。これについての私見は，本文で述べる通りである。

22） 蒲生京子「新羅末期の張保皐の台頭と反乱」（『朝鮮史研究会論文集』16，1979）及び，尹炳喜「新羅
下代均貞系の王位継承と金陽」（『歴史学報』96，1982），李基東（近藤浩一訳）「張保皐とその海上王
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国（下）」（『アジア遊学』27，2001）などが参照される。
23） 『三国史記』巻 11 文聖王 10 年（847）条。
24） 上の註 22 の各論文では，金陽と張保皐の関係についても論及している。
25） 李基東「張保皐とその海上王国」。
26） 興徳王 9 年の教書に対する研究成果は，武田幸男「新羅・興徳王代の色服・車騎・器用・屋舎制―と

くに唐制との関連を中心にして―」（『榎博士還暦記念東洋史論叢』山川出版社，1975）をはじめ，金
東洙「新羅憲徳・興徳王代の改革政治―特に興徳王九年に頒布された諸規定の政治的背景に対して―」

（『韓国史研究』39，1982），皆川雅樹「九世紀日本における「唐物」の史的意義」（『日本古代王権と唐
物交易』吉川弘文館，2014）などがある。

27） 武田幸男「新羅骨品制の再検討」（『東洋文化研究所紀要』67，1975）。
28） 詳細は尹炳喜「新羅下代均貞系の王位継承と金陽」，金昌謙「8～9 世紀新羅政治社会の変化と張保皐」

（『対外文物交流研究』海上王張保皐記念事業会，2002）を参照。張保皐暗殺後，金陽は自身の娘を文
聖王の妃にするなど，新羅王室との関係を一層強化した。

29） 李成市『東アジアの王権と交易』（青木書房，1997），徐栄教「張保皐の騎兵と西南海岸の牧場」（『震
檀学報』94，2002）など。

30） それらは，軍事上の重要施設としての役割を担ったことも想起される（李成市『東アジアの王権と交
易』）。

31） 李基東「羅末麗初南中国諸国との交渉」（『歴史学報』155，1997）。また，朴漢卨「羅末麗初・西海岸
交渉史の研究」（『国史館論叢』7，1989），李炳魯「九世紀初期における「環シナ海貿易圏」の考察―
張保皐と対日交易を中心として―」（『神戸大学史学年報』8，1993），田中史生「江南の新羅系交易者
と日本」（『国際交易と古代日本』吉川弘文館，2012）などの諸研究も参照される。

32） 近藤浩一「登州赤山法花院の創建と平盧軍節度使・押衙張詠―張保皐の海上ネットワーク再考―」（『京
都産業大学論集』44，2011）。また最近の研究には，新見まどか「唐後半期における平盧節度使と海
商・山地狩猟民の活動」（『東方学』123，2012），山崎雅稔「唐における新羅人居留地と交易」（『国学
院大学紀要』53，2015）などがある。

33） 『巡礼行記』開成 4 年（839）6 月 7 日条。
34） 『巡礼行記』開成 5 年（840）2 月 17 日条。
35） 『巡礼行記』開成 4 年（839）6 月 9 日条，『巡礼行記』開成 5 年（840）2 月 15 日条，『巡礼行記』会昌

5 年（845）7 月 9 日条。
36） 金文経「張保皐と法華三寺」（第 2 回法華寺址学術大会発表要旨文，2000）。
37） 鈴木靖民・李成市「「9 世紀の東アジアと交流」討論」（『アジア遊学』26，2001）を参照。
38） 宝林寺・迦智山門並びにこれらに関わる既往の研究成果は，曺凡煥「新羅下代体澄禅師と迦智山門の

開創」（『羅末麗初禅宗山門開創の研究』景仁文化社，2008）に詳しい。
39） ① 宣帝十四年仲春，副守金彦卿，夙陳弟子之礼，嘗為入室之賓，減清放俸出私財，市鉄二千五百斤，

鋳盧舎那仏一体，以荘禅師所居梵宇，教下望水里南等宅，其出金一百六十分，租二千斛，助充装餝
功徳，寺隷宣教省，（『宝林寺普照禅師彰聖塔碑』）

 ② 當成弗時，釈迦如來入滅…大中十二年戊寅七月十七日，武州長沙副官金邃宗聞奏，情王八月廿二
日，勅下令，□躬作，不覚労困也，（『宝林寺毘盧舍那仏造像記』）

40） 李基東「新羅の金入宅考」（『新羅骨品制社会と花郎徒』一潮閣，1984）により，金邃宗は『三国遺事』
王暦景明王条に出てくる長沙宅の水宗伊干であることが明らかとなり，さらに長沙宅の名も長沙県に
由来することが指摘された。

41） 李基東「新羅の金入宅考」。
42） 保立道久『黄金王国―東アジアと平安日本―』（青木書店，2004），皆川雅樹「九～十一世紀における

陸奥の金と「唐物」」（『日本古代王権と唐物交易』）など。
43） 曺凡煥「新羅下代体澄禅師と迦智山門の開創」は，宝林寺の運営に憲安王など新羅王室が関与した理

由について，武州地域の反新羅的な動きに対し寺院を通じて制御するためであったと言及している。
ところで，宝林寺からほど近い場所（全羅南道谷城郡）に位置する大安寺も，張保皐殺害後の 846 年
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ごろに桐裏山門の開祖慧徹が寺に入り，以後新羅王室と密接な関係を築いたと考えられる。この点
は，金杜珍「羅末麗初桐裏山門の成立とその思想―風水地理思想に対する再検討―」（『新羅下代禅宗
思想史研究』一潮閣，2007），李敬馥「新羅末・高麗初大安寺の田荘経営」（『梨花史学研究』30，2003）
などを参照。

44） 聖住寺の規模の説明は，梁承律「聖住山門関連史料の検討」に詳しい。
45） 筆写本によれば，稱とも判読が可能である。
46） 李龍範「三国史記にみられるイスラム商人の貿易品」（『李弘植博士回甲紀念韓国史学論叢』，1969）。
47） 李基東「張保皐とその海上王国」。また金昌錫「張保皐集団の交易活動と青磁」（『STRATEGY21・韓

国海洋戦略研究所』8，2001）は，本文で言及したような新羅国内で発見された越州産の青磁について
も，張保皐との関係から説明する。

48） 忠南大学校博物館『聖住寺』。
49） 朴淳発「土器・磁器」（『聖住寺』）。
50） 亀井明徳「日本出土の越州窯陶磁器の諸問題」（『日本貿易陶磁史の研究』同朋舎，1986），松原弘宣

『藤原純友』（吉川弘文館，1999）など。ところで，聖住寺で出土した陶磁器の研究は報告書刊行後進
展していない。本文で言及した陶磁器の詳細な分析こそが，張保皐暗殺後の対唐交通ならびに，聖住
寺（地方）と慶州（王京）間で行われた地域間交流の解明に大きな手がかりになるものと考える。

51） 曺凡煥「朗慧無染の求道行と南宗禅体得」（『新羅禅宗研究』）。
52） 曺凡煥「朗慧無染と聖住寺の創建」。
53） 不覚遙礼，囂作東方大菩薩，其三十余年行事也，如是，会昌五年，来帰，（『朗慧和尚碑』）
54） 山東半島登州で新たに発見された「無染院碑」の記載内容及びその解説は，李宗勲「中国山東半島に

おける張保皐と新羅人たち」（『張保皐海上経営史研究』イジン出版社，1993），金文経「張保皐海上王
国の人々」（『張保皐海上経営史研究』イジン出版社，1993）に従った。

55） 又鶏林金清押衙，家別榑桑，身来青社，資誼鄞水心向金田，…功徳主解通五十人等， 竟捨珍財，同修
真像，（「大唐牟平県崑崙山無染院碑」『登州府志』〈李宗勲「中国山東半島における張保皐と新羅人た
ち」から再引用〉）

56） 金文経「張保皐海上王国の人々」，李基東「羅末麗初南中国諸国との交渉」。しかしながら権悳永「中
国山東省無染院（址）に関する諸問題」（『新羅文化』28，2006）により，山東半島に所在した無染院
は，新羅の朗慧無染とは全く関連性が見出せないという意見も提起されている。改めて検討の機会を
もちたいが，当時唐を中心に東シナ海域では地域民（特に海上活動者）の生活と直結して南宗禅が急
速に成長していたため，両者とも南宗禅の寺院であったことは確実と思われる（近藤浩一「新羅にお
ける南宗禅の受容と展開―張保皐との関係を中心に―」『京都産業大学論集』40，2009）。

57） 聖住寺は，新羅国内では聖住山門という禅宗の一大宗派として発達を遂げるのであるが，聖住山門
（無染）が海上活動者に共通する宗教として取り入れられたとすれば，これについても新たな検討が必
要となる。なお私見は，近藤浩一「新羅における南宗禅の受容と展開―張保皐との関係を中心に―」
でいくらか論じてみた。

58） 『宝林寺普照禅師彰聖塔碑』の記録により具体的な行程が窺い知られる。
59） 曺凡煥「新羅下代体澄禅師と迦智山門の開創」は，体澄が禅を習い始めた動機から元来華厳宗である

宝林寺に入山した理由までを詳細に述べている。
60） 保立道久『黄金王国―東アジアと平安日本―』。また安祥寺には，日本に往来した唐人からの直接の寄

進もあったとする。
61） 田中史生「「帰化」と「流来」と「商賈之輩」」（『日本古代国家の民族支配と渡来人』校倉書房，1997）。
62） 上で言及した『聖住寺碑』（資料 2 －下線部）の中にみられる「家財」とは，例えば日本の同時期の

『類聚三代格』巻 18 の「踊貴競売物是非可鞱匱弊則家資始就罄…」の中にみられる，「家資」との関連
性を想起してみることができる。それならば，外国の貨物を購入するための資産ということになる。

63） 李基東「羅末麗初南中国諸国との交渉」は，特にこの点を強調する。
64） 例えば，藤原純友を「南海賊徒首」（『日本紀略』承平 6 年（936）6 月某日条）と記録することなどが

参照される。なお，海賊の性格等については，松原弘宣『藤原純友』，西別府元日「平安時代初期の瀬
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戸内海地域―平安初期の「海賊」問題を中心に―」（『日本古代地域史研究序説』思文閣出版，2003）
に詳しく，本稿で使用する海賊の意味もこうした論文に依拠する。また，権悳永「新羅下代西・南海
の海賊と張保皐の海上活動」（『対外文物交流研究』海上王張保皐記念事業会，2002），同「張保皐と東
アジア海域の海賊」（『在唐新羅人社会研究』一潮閣，2005）は，新羅下代の西南海岸地域で活動した
新羅海賊を論じた専論である。

65） ① 大宰府馳駅言，新羅人齎康州牒二通，押領本国漂蕩人五十余人来着。（『続日本後紀』承和 12 年（845）
12 月戊寅条）

 ② 少時守嶋一人，兼武州太守家促鷹人二人来船上。語話云，国家安泰。今有唐勅使，上下五百余人在
京城。四月中，日本国対馬百姓六人因釣魚，漂到此処。武州収将去。早聞奏訖，至今勅未下。其人
今在武州囚禁，待送達本国。其六人中，一人病死矣。（『巡礼行記』大中元年（847）9 月 6 日条）

66） 山内晋次「朝鮮半島漂流民の送還をめぐって」（『奈良・平安期のアジアと日本』）も参照される。
67） 松原弘宣『藤原純友』，西別府元日「平安時代初期の瀬戸内海地域」など。
68） 新羅末，有称卜学士者，自唐来居于此，能剿殺海賊，保聚遺民，智謙其後也，初名砂瑰，興裵玄慶，

推戴太祖，為開国功臣，賜本州田三百頃，子孫世食之，（『新増東国輿地勝覧』巻 19・忠清道沔川郡・
人物卜智謙）

69） 鄭清柱「豪族の台頭」（『新羅末高麗初豪族研究』一潮閣，1996）。ここでは説明を省くが，朴述熙など
の海上勢力（豪族）も似たような性格をもつ家門であるという（鄭清柱「王建の成長と勢力形成」上
の本）。

70） 対馬島司言新羅賊徒船四十五艘到著之由，……僅生獲賊一人，其名賢春，即申云，彼国年穀不登，人
民飢苦，倉庫悉空，王城不安。然王仰為取穀絹，飛帆参来。但所在大小船百艘，乗人二千五百人。被
射殺賊其数甚多。但遺賊中，有最敏将軍三人，就中有大唐一人。（『扶桑略記』寛平 6 年（894）9 月 5
日条）

71） 山内晋次「九世紀東アジアにおける民衆の移動と交流―寇賊・反乱をおもな素材として―」（『奈良・
平安期のアジアと日本』）。

72） ① 大宰府言，去月廿二日夜，新羅海賊乗艦二艘来博多津，掠奪豊前国年貢絹綿，即時逃竄。発兵追遂
□不獲賊。（『日本三代実録』貞観 11 年（869）6 月 15 日辛丑条）

 ② 遣新羅人廿人配置諸国，清倍・鳥昌・南巻・安長・全連五人於武藏国，僧香嵩・沙弥伝僧・関解・
元昌・巻才五人於上総国，潤清・果才・甘参・長馬・才長・真平・長清・大存・倍陳・連哀十人於
陸奧国｡〈中略〉僧沙弥等安置有供定額寺，令其供給｡〈中略〉潤清・長馬・真平等，才長於造瓦｡  
預陸奧国修理府造瓦事｡  令長其道者，相従伝習｡（『日本三代実録』貞観 12 年（870）9 月 15 日甲
子条）

73） 田中史生「「帰化」と「流来」と「商賈之輩」」は，上の註 72 の史料①にみる新羅海賊事件の処分に関
連した②を通して，事件に関与した者の中に新羅人の僧侶や造瓦の技術者が含まれていることを明ら
かにした。また貞観 12 年（870）11 月 13 日辛酉条には，大宰少弐の藤原元利万侶が新羅国王と密通
していた事実が発覚したことが記されていることをあげ，これは新羅海賊事件の翌年に起きた事件で
あるため､ 両者の関連が想起されるばかりか，それらの背後に新羅王がいたことを示唆するとされ
る。

74） 権悳永「新羅下代西・南海の海賊と張保皐の海上活動」。
75） 周知の通り新羅の興輪寺は，大王興輪寺とも称せられ，仏教公認直後に王京内に創建された新羅王室

と最も関係がある中心寺院のひとつである。それゆえ，新羅王が辺境部に位置する聖住寺を興輪寺に
編入させた理由が興味深い。このことは，西海岸地域での聖住寺の位相を示しているが，王権側から
みれば，この措置を通して禅宗寺院（聖住寺）に対して行政的側面からも規制を加えようとしたもの
と考えられる（崔仁杓「新羅下代禅僧の動向と王室の対応」『羅末麗初禅宗政策の研究』韓国学術情
報，2007）。また直接は関係しないが，鈴木景二「都鄙間交通と在地秩序―奈良・平安初期の仏教を素
材として―」（『日本史研究』379，1994）をはじめ日本古代史の研究成果によれば，官大寺僧の交通が
当時の中央と地方のつながり（都鄙間交通）を活発化させたとする。なお，この碑文の内容について
は再稿を期したいと思う。
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76） 曺凡煥「聖住山門と新羅王室」（『新羅禅宗研究』）は，文聖王から定康王にいたる新羅王と無染（聖寺
寺）の関係を中心に，新羅王の聖住寺への関与を具体的に論じている。
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Capital Silla Courtiers’ advance to the west coast and Sonju 
Temple in the mid-ninth century
－ In relation to the trade with Chang-Bogo －

Koichi KONDO

Abstract

About the significance of the foundation of Sonju Temple and its operation, this paper 
focuses on the domestic and international situation at the time of the affair of the Chang-Bogo 
assassination as well as the location of the temple, the Parishioner force, the financial base, 
and its age of the foundation, and considers the meaning from the relationship with the 
Capital Silla courtiers.

Sonju Temple is a Zen temple which was originated by Ranghye Muyom who returned 
from Tang, and was founded in Chungnam Boryeong city on the western coast of Korea 
around 847. Despite the fact that the Parishioner force of Sonju Temple was situated in the 
remote region in Silla, with placing Kim Yang on the center, the Capital Silla courtiers such 
as Jin-gol aristocracy and the royal family in Shilla occupied the temple. They gave ample of 
personal properties as charity with mainly rice plant. In terms of the operation of the temple, 
it seems that there were convenient circumstances with accumulating the wealth with 
personal properties. However, if considering the geographical environment of the west coastal 
area where the temple is located, the relationship with trade activities is reminded.  

In addition, the year of 847 when Sonju Temple was founded was closely related to the 
assassination of Chang-Bogo. Kim yang, who worked hard for the foundation of the temple, 
was deeply acquainted with Chang-Bogo and was directly involved in the assassination. Kim 
Yang and the capital Silla courtiers are thought to have created Sonju Temple in the west 
coast area from the perspective of securing its activity base so as to reorganize the trade 
activities which once monopolized by Chang-Bogo under their management scope.

With the existence of satinwood in the temple and many findings of the ceramics in the 
late Tang dynasty in the Garan mark, and even the fact that the originator of the temple was 
Ranghye Muyon who was so familiar with the Tang’s situation, it is informing us in concrete 
that this was the base where the trade with Tang was took place. It has also been confirmed 
that the Muyon’s activity contributed to the formation of a pirate force. Therefore, it is 
inferred that the rice plants and properties the capital Silla courtiers gave as charity were 
redistributed to secure the pirates who engaged in trade activities.  

In this way, the foundation of Sonju Temple had a front and back relationship with the 
advance to the west coast which was foreseen by the capital Silla courtiers’ trade with Tang. 
To say furthermore, it is thought that the Sonju Temple’s foundation promoted the exchange 
between the King’s capital, Gyeongju, and the west coast at the time.

Keywords：�Kim Yang, Sonju Temple, Chang-Bogo, rice plant, pirates




